目白大学・目白大学短期大学部

	履歴書
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EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 9(ガ　ナ),名)
	
	性別
	
	生年

月日
	　　
　　　　 年　　月　　日生　(満　　才)

	現住所
	〒
電話：　　　　(　  　　)　　　　　　　※自宅
携帯：　　    (　　  　) 
e－mail：　　　　　　@
	写真貼付

(4×3)



	学歴

	年　　月
	事項

	　　年　　月
　　年　　月
　　年　　月
　　年　　月
　　年　　月
　　年　　月
　　年　　月

　　年　　月
　　年　　月
	　　　　　　　　　　　　　　

修士（　　　　学）の学位授与（　　　　　　　大学第　　　　　　　号）
博士（　　　　学）の学位授与（　　　　　　　大学第　　　　　　　号）

取得
取得

	職歴

	年　　月
	事項

	　　年　　月
　　年　　月
　　年　　月
　　年　　月
　　年　　月
　　年　　月
　　年　　月

　　年　　月
	教員組織審査判定


	学会及び社会における活動等

	年　　月
	事項

	　　年 
　　年
　　年 
　　年 
　　年 
　　年 
　　年 
　　年 
	

	　賞罰

	年　　月
	事項

	　　年 
　　年 
　　年 
	

	現在の職務の状況（大学等教員の場合）

	勤務先
	職位
	学部・学科等
名称
	担当授業
	コマ数（週当たり）
	備　　考

	
	
	
	科目名
	春期

（前期）
	秋期
（後期）
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	現在の職務の状況（教員以外の場合は以下に記入してください）

	勤務先
	職位
	所属部署等
	担当業務等
	勤務状況

	
	
	
	
	常勤 ／ 非常勤（　日/週）

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	上記のとおり相違ありません。

	　　年　　月　　日

	氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞


　　履歴書 記入要領　
本履歴書は、当該採用人事に係る選考委員会において、選考の際の重要な資料となります。

記載内容については必ず証書等によって確認し、不明な点は当該機関等へ直接問い合わせる

など、相違脱漏のないように記入してください。
　　
　共通事項
1.　 外国の方は、母国語で記入して差し支えありませんが、その場合は訳文を添付してください。

2.　年月日は西暦とし、期間が複数年月日にまたがる場合は「～」で表記してください。

3.　各項目の欄が不足する場合は、適宜追加して記入してください。

 4.　用紙の枠内の、不要な語句はすべて削除してください。

　5.  各項目名及びその枠線は削除しないようご注意ください。

　項目別の注意事項
①氏名　旧姓等の通称名を使用している場合は本名を記載し、（　　　）書きで通称名を併記してください。

②生年月日（年齢）　本書類作成時の満年齢を記入してください。
③現住所　　郵便番号から記入し、連絡可能な電話番号、e-mailｱﾄﾞﾚｽも記入してください。
④写真　　　縦4㎝×横3㎝の写真（最近3か月以内に撮影）を貼付してください。
⑤学歴
大学もしくは高等専門学校、又はこれらと同等以上と認められる学校卒業以上のすべての学歴（大学の別科・専攻科を含む）を記入してください。記入にあたっては、授与された学位及び称号を記し、該当する学歴がない場合は、最終学歴を記入してください。
なお、医療・看護系等において、各自の専門分野に係る学歴が上記以前に及ぶ場合には、当該校卒業から記入してください。
(ｲ) 「学歴」欄は中途退学であっても省略せずに記入してください。
(ﾛ) 博士課程において所定の単位を取得し、博士の学位を授与されないまま退学した場合には、「博士課程単位取得後退学」と記入してください。

(ﾊ) 大学の別科・専攻科、及び研究生等の経歴は「学歴」欄に記入してください。
(ﾆ) 学位（学士を含む）については、付記された専攻分野について、正式名称で記入し、修士及び博士については学位論文の題目も併記してください。

また、学位記取得の証明書の写しを添付してください。
(ﾎ) 医師・歯科医師・薬剤師・看護師・保育士・社会福祉士・教員等の資格については、「学歴」欄に取得機関、登録番号とともに記入し、各種取得免許状の写しを添付してください。
(ﾍ) 外国における資格については正確に記入（原語も併記）するとともに、その資格の内容について日本語で併記してください。

(ﾄ) 外国留学については、学生としての留学の場合は「学歴」欄に、研究者としての留学の場合は「職歴」欄に記入してください。
（ﾁ）外国の大学等の経歴を記載する場合は、大学等の名称や学位等はアルファベットと片仮名を併記し、国名を必ず記載してください。「職歴」欄についても同様に記載してください。

⑥職歴
すべての職歴（自営業を含む）について正確に記入し、職名、職位等についても明記してください。

(ｲ) 各職歴は在職期間を明確にし、現職については必ず「現在に至る」と記入してください。
(ﾛ) 研究者として外国留学があった場合は、「職歴」欄に記入してください。
(ﾊ) 大学教員の職歴については、主な担当科目を（　　　　　　）書きで付記してください。
(ﾆ) 担当科目に直接関係のある職歴については、できるだけ具体的に記入してください。
（例：看護学科の教員で、看護師経歴のある場合の勤務病棟など）
(ﾎ) 過去における大学設置・学校法人審議会（旧大学設置審議会を含む）の教員組織審査において、教員の資格があると認められた場合は、同欄に当該教員組織審査に係る大学名、学部学科名、審査の年月、職名及び担当授業科目の名称（大学院にあっては判定結果を含む）を記入してください。また、過去において高等専門学校の職員資格の認定を受けた場合にも、当該認定に係る時期、高等専門学校の名称、職位及び担当授業科目の名称を記入してください。学内審査は対象にはなりません。
⑦学会及び社会における活動等
(ｲ) 学会及び社会での活動のうち、各自の専攻や研究分野等に関連する事項を記入してください。
(ﾛ) 所属する学会等については略称でなく正式名称を記入し、役員等を務めている場合は（　　）書きで付記してください。

⑧賞罰

学会や出版社からの表彰、職務上での表彰や懲戒、研究費受給に係る処分等があれば記入してください。

⑨現在の職務の状況
常勤・非常勤を問わず、現時点で定期的に従事するすべての職について記入してください。

大学等教員と、教員以外の場合に欄を分けていますので、それぞれ該当する欄を使用してください。
（ｲ）大学等教員の場合

・担当授業の「科目名」欄に担当授業科目を正式名称で記入してください。

・他大学等の兼任教員（非常勤講師）の場合も同様に、「勤務先」に大学名、「職名」に兼任、「学部・学科等名称」に学部・学科名（全学共通の場合は適宜わかるような表記）、「コマ数」は担当科目の春期（前期）、秋期（後期）の週あたりのコマ数を記入してください。

・ 複数教員で担当するオムニバス形式の場合は、担当人数で除法してコマ数を記入し（小数点がつく場合は第2位まで）、備考欄にその旨、明記してください。

・1コマ90分を基本としていますが、それ以外の場合は備考欄にその時間を明記してください。

（ﾛ）教員以外の業務の場合

・　勤務先、職名、所属部署、担当業務等のほか、勤務状況には常勤・非常勤の別を記入してください。
・ 「名誉職」のように、定期的な勤務のない場合は記入不要です。

　　　
⑩氏名　（署名・押印）

本人が自筆により署名し、押印してください。外国の方は押印の代わりにサインで結構です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
	履歴書

	ﾌﾘｶﾞﾅ
	
	性別
	
	生年

月日
	　　　年　　月　　日生(満　　才)

	氏　　名
	
	
	
	
	

	現住所
	〒

電話：　　　　(　  　　)　　　　　　　　※自宅
携帯：　　    (　　  　) 
e－mail：　　　　　　@
	写真貼付

(4×3)

	学歴

	年　　月
	事項

	　　年　　月
　　年　　月
　　年　　月
　　年　　月

　　年　　月
　　年　　月
	
○○○○大学○○○○学部○○○○学科 卒業

○○○○大学大学院○○○○研究科○○○○専攻修士課程 入学
○○○○大学大学院○○○○研究科○○○○専攻修士課程 修了

修士（○○○学）の学位授与（○○○○大学　第○○○○号）

学位論文名「△△△△△△△△△△△△△△△△△△△」　
○○○○取得（○○○○協会 第○○○○号）取得

中学校教諭一種免許状（国語）取得（○○○○教育委員会 第○○○○号）


	職歴

	年　　月
	事項

	〇〇〇〇年4月
〇〇〇〇年4月
〇〇〇〇年4月
〇〇〇〇年4月
〇〇〇〇年4月

〇〇〇〇年4月
〇〇〇〇年8月


	○○○○株式会社 ○○○○支社○○○○部入社（至〇〇〇〇.3）
○○○大学○○○学部○○○学科 助教授（至〇〇〇〇.3）（○○概論、○○○実習、卒業研究 担当）
○○○大学○○○学部○○○学科 教授（現在に至る）（○○概論、○○○実習、卒業研究 担当）
○○○大学大学院○○○研究科○○○○専攻 教授（現在に至る）

（○○○○概論、○○○○実習、○○○○演習、修士論文指導研究 担当）
△△△△大学△△△学部△△△学科 兼任講師（現在に至る）（△△概論、△△演習 担当）
△△△△専門学校△△△△△△学科 兼任講師（現在に至る）（△△△△論 担当）
教員組織審査判定　　　○○○○大学・教授

大学院○○○○研究科○○○○専攻（修士課程）

担当科目：○○○○概論、○○○論、○○○○演習　　　　　判定：Ｍ・可

　担当科目：修士論文指導研究　　　　　　　　　　　　　　　判定：Ｍ・ eq \o\ac(○,合)



	学会及び社会における活動等

	年　　月
	事項

	〇〇〇〇年4月
〇〇〇〇年4月
〇〇〇〇年6月
〇〇〇〇年4月
〇〇〇〇年4月
〇〇〇〇年4月
	○○○○○○○研究会（至〇〇〇〇.3）

○○○○○○○研究会（現在に至る）

○○○○○研究センター（調査研究委員会委員）（至〇〇〇〇.3）

○○○○○研究会査読委員（至〇〇〇〇.3）

日本○○○○学会（現在に至る）
○○○○教育学会（〇〇〇〇.4～現在）[〇〇〇〇.4～現在；会長]

	賞罰

	年　　月
	事項

	　　年　　月
　　年　　月
　　年　　月
	


	現在の職務の状況（大学等教員の場合）

	勤務先
	職位
	学部・学科等

名称
	担当授業
	コマ数（週当たり）
	備　　考

	
	
	
	科目名
	春期

（前期）
	秋期

（後期）
	

	○○○大学
	教授
	○○○○学部

○○○○学科
	○○概論
	0.33
	0.33
	オムニバス形式（３名）

	
	
	
	○○○論（△△△△）
	１
	1
	

	
	
	
	○○○演習（△△△）
	２
	０
	

	
	
	
	○○実習
	０
	２
	

	
	
	
	卒業研究
	１
	１
	

	
	
	大学院

○○○研究科

○○○○専攻

（修士課程）
	○○○○概論
	１
	１
	

	
	
	
	○○○論（△△△△）
	０
	１
	

	
	
	
	修士論文指導研究
	１
	１
	

	△□大学
	兼任

講師
	○○○学部

○○○○学科
	△△△△論（△△△△）
	１
	０
	

	
	
	
	△△△△演習
	０
	１
	

	現在の職務の状況（教員以外の場合は以下に記入してください）

	勤務先
	職位
	所属部署等
	担当業務等
	勤務状況 

	株式会社△△
	
	○○部
	　
	常勤 ／ 非常勤（　　日/週）

	財団法人◇◇
	
	
	
	

	
	
	
	　
	

	上記のとおり相違ありません。

	　　年　　月　　日

	氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞


見　本











④





③





②





①





⑥





⑤





専門分野に係る学歴が大学入学以前に及ぶ場合は、当該校の卒業から記入のこと








⑧





⑦





⑩





⑨





ｵﾑﾆﾊﾞｽ形式や1コマ90分でない場合等は、備考欄に記入のこと





非常勤の場合は週当たりの勤務日数を記入のこと





自署の上、押印


（外国の方はサイン）








2

